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一般財団法人ゆうちょ財団 

国際ボランティア支援事業部 

 



国際ボランティア貯金の寄附金の配分又はNGO海外援助活動助成事業の助成金を受けている

ＮＧＯが学校、地域団体等で、国際協力及び国際支援の意識醸成を図るための講演会等を開催

し、当該団体の海外での事業活動状況等を説明する場合に、その経費の一部を助成しておりま

す。 

 

概要は次のとおりで、申請により当国際ボランティア支援事業部で審査しました。 

なお、対象となる平成22年度から平成25年度に寄附金の配分を受けた団体及び平成25年度ま

たは平成26年度NGO海外援助活動助成事業の助成を受けている団体には、実施のご案内を文書

で通知しました。 

 

〇助成する金額は、講演会等1回につき所要経費のうち5万円を上限。 

・ただし、助成回数は1団体につき1年1回。 

〇助成の対象とするのは、次の講演会等とします。 

・国際ボランティア貯金の寄附金の配分を平成22年度から平成25年度に受けている団体及び 

平成26年度または平成27年度NGO海外援助活動助成事業の助成を受けている団体の講演会等で 

あること 

・参加者（児童・生徒等を含む）が概ね30人以上見込まれる講演会等であること 

・平成27年4月から平成28年2月末日までに開催する講演会等であること 

〇平成27年度は10団体へ助成しました。 
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特定非営利活動法人 ジャパンハート 

１．開 催 日：平成 27 年 5 月 17 日 
２．開催場所：SMG 貸し会議室四つ橋近商ビル７Ａ 

３．テ ー マ：「医療ボランティアへようこそ！」 

４．講 師：①氏  名 遠藤 俊治 氏（東大阪市立総合病院 消化器外科参事部長） 

②氏  名 吉田 佳右 氏（ジャパンハート長期研修終了生） 

③氏  名 河野 朋子 氏（ジャパンハート ミャンマー Project Director） 

５．参 加 者：24 名 

６．内 容：講演① 「      国際短期ボランティア体験報告   」 

       講演② 「   国際看護長期研修体験報告     」 

       講演③ 「   ミャンマー事業活動報告会     」 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

 

■講演概要 

特定非営利活動法人ジャパンハートにおける海外医療活動のうち、国際短期ボランティア、国

際長期看護研修の参加者による体験報告を行う。そして、ジャパンハートの河野よりミャンマー 

サガイン管区にあるワチェ慈善病院での活動報告を行った。 

 

(1)講演①「 国際短期ボランティア体験報告 」 

講師名 遠藤 俊治氏 (東大阪市立総合病院 消化器外科参事部長) 

 先入観から、治安の悪さや言葉が通じない、自分が役に立つことはないのではないかと、海外で

の海外医療支援活動は気になっていたものの、その機会もなく時間が過ぎていた。外科学会で代表

吉岡が運営しているジャパンハートのことを知り、同団体の行っている海外での活動に参加したと

ころ、今まで考えていたことが杞憂であるとわかった。活動を行っていく上で現地住民に対し医療

を提供すると同時に現地医療者の育成も行う意義を見出した。今後も継続的に参加する予定。 

 

(2) 講演②「 国際看護長期研修体験報告 」 

講師名 吉田 佳右 氏(ジャパンハート長期研修終了生) 

 1 年間に亘る国際長期看護研修に参加するきっかけを手始めに、対馬いづはら病院とミャンマー

ザガイン管区のワチェ慈善病院の活動内容を紹介。ジャパンハートは日本での支援活動も広義の国

際支援活動であると捉えている。 

 

(3) 講演③「 ミャンマー事業活動報告会 」 

講師名河野 朋子 氏(ジャパンハート ミャンマー Project Director) 

医療職者の少なさと乳児死亡率の高さを紹介し、医療が行き渡っていないミャンマーの医療事情を報

告。その中でジャパンハートの活動拠点であるミャンマーザガイン管区のワチェ慈善病院は年間 1万２



千人以上の外来患者と２千件近くの手術件数を数える。ここでは日本人医療ボランティアを集めること

で高度で安全な医療を格安で提供するとともに、現地の医師、看護師といった医療職者の養成もその活

動の軸となっている。ゆうちょ財団の「NGO 海外援助活動助成」がこの活動費用の一部を担っている。 

 

参加者の感想 

・大勢の人を救うことへの驚き 

・活動の原資がわかった 

・自分にできることがあれば協力したい 

・活動に参加したい 

・ミャンマーの子どもたちの現状がわかった 

 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：現地住民に対する医療活動・医療専門職に対する医療指導事業[ミャンマー] 

■実施期間：平成 26 年 4 月から平成 27 年 3 月 

■実施地域：サガイン管区 サガインヒル ワチェ村 
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 公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会 

 

１．開 催 日：平成27年6月3日  

２．開催場所：EDITORY（神保町） 

３．テ ー マ：「食文化を通じて、アジアの図書館活動を知る」  

４．講 師：①セイラー、ティック（ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ事業副所長） 

       ②ロアット（カンボジア事務所 図書館事業担当） 

       ③サダド（アフガニスタン事務所 図書館事業担当） 

④バナリー（ラオス事務所 図書館事業担当） 

⑤ビア（シーカ―アジア財団 プロジェクト職員） 

５．参 加 者：57名 

６．内 容：講演① 「ミャンマー（ビルマ）難民キャンプの図書館事業と食生活」 

       講演② 「ラオスの移動図書館活動」 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

講演会内容 

 

■講演概要 

現在、公益社団法人シャンティ国際ボランティア会は１７５人の職員が、海外の６つの地域と、

日本国内では東日本大震災で被災にあった３つ地域で支援活動を実施しています。シャンティで

は２０１４年から２０１８年の５ヶ年で「本の力を、生きる力に。」のテーマ掲げた図書館事業

を中心にした中期計画に基づいた事業を実施しています。今回の講演会では、平成２３年４月か

ら平成２４年３月までミャンマー（ビルマ）難民キャンプ事業で実施した図書館事業の成果と、

その事業の更なる発展した現状と、平成２７年４月から開始し、現在実施しているラオス国にお

ける移動図書館活動を中心にした各国における図書館活動について講演を行いました。 

 

(1) 講演①「ミャンマー（ビルマ）難民キャンプの図書館事業と食生活」 

講師名 セイラー（ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ事業事務所 副所長) 

1990年から数えると20年間続いた軍事政権は、2010年の総選挙やアウンサンスーチー氏の自宅軟

禁解除等で民主化への動きに拍車がかかるかと思われていましたが、未だにミャンマーの国民は懐

疑的に思っている一方で、タイに逃れてきた難民は帰還への期待が大きくなっています。この事象

を受け、平成２３年度に国際ボランティア貯金で実施した図書館の運営事業で習得した知識と技術

と、修繕した図書館を活用して実施している、帰還や帰還後に難民の人々の助けとなる情報を提供

する活動の報告を行いました。講演では、難民キャンプで暮らす難民が情報を得る掲示板の様子や、

情報を得る手法を学ぶ研修会の様子を写しながら行われました。また、新しい情報の入手により

人々の将来に対する言動に大きな変化が表れている一方で、キャンプ内の生活には変化がない様子

については、配給による食生活の様子を報告しました。 

  

(2) 講演②「ラオスの移動図書館活動」講師名：バナリー（ラオス事務所 図書館事業担当） 

 現在のシャンティ・ラオス事務所は、ラオス国の北部に位置するルアンパバーン県内にあるヴィ



エンカム郡を対象に事業を行っています。ヴィエンカム郡はインフラ整備が進んでいない山がちな

地域で、ラオス国内 143 郡のうち 13 番目に貧しく、郡内人口の少数民族の割合が約９割にも及ん

でいます。これらのことは子どもたちの教育を阻害している原因となっており、教室・教員・教科

書・教材の全てが不足している状況です。このような状況において、ラオス国の公用語である「ラ

オス語」の習得が遅れがちな少数民族の子どもたちのラオス語の学習を手助けする読書の機会を届

けることを目的にした移動図書館活動について講演しました。 

 

 

参加者の感想 

・貴重なお話、映像が見られて良かったです。活動を応援しています。 

・現在のキャンプの状況やＳＶＡの活動内容が非常によくわかった。資料も見やすかった。 

・マスメディアではなかなか報道されない難民キャンプの内情がわかり大変有益だった。 

・難民キャンプで生活している人の声を聞くことができたので、良かったと思います。 

・現地スタッフの声が聞けて良かった。  

・本が持つ教育の力を改めて感じました。ありがとうございました。 

 

国際ボランティア貯金の配分事業及びＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：①ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ事業・図書館修繕及び運営研修 

      ②ラオス・少数民族の子どものための読書教材による教育改善事業 

■実施期間：①平成２３年４月から平成２４年３月 

      ②平成２７年４月から平成２８年３月 

■実施地域：①ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ内 

      ②ラオス国ルアンパバーン県ヴィエンカム郡内 
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↑会場の様子            ↑講演会 
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 特定非営利活動法人 国境なき子どもたち 

 

１．開 催 日：平成 27 年 6月 20 日 

２．開催場所：Bookcafe days 東京都渋谷氏鴬谷町 15 番 10 号ロイヤルパレス渋谷 105 

３．テ ー マ：「カンボジアにおける活動紹介 未成年収監者支援」 

４．講  師：熊本 晃順（国境なき子どもたち カンボジア担当） 

５．参 加 者：18 名 

６．内  容：講演 「美しきカンボジア －塀の中の少年たち－」 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～  

講演会内容 

 

■講演概要 

  国境なき子どもたちが 2002 年からカンボジアで行ってきた未成年収監者を対象とした技術習

得や社会復帰支援について紹介し、真に支援を必要とする若者の存在に光をあてた。また、来場

者には自分たちにできることを一緒に考える機会を設けた。 

 

(1)講演「美しきカンボジア ‐塀の中の少年たち‐」 

講師名  熊本 晃順 (国境なき子どもたち カンボジア担当) 

  

プロジェクターを用いてさまざまなデータや写真を示しつつ、日本ではほとんど知られていない

カンボジアの未成年収監者が生まれる背景を説明した。 

具体的に提示した内容は以下のとおり。 

 ・国境なき子どもたち団体概要、カンボジアでの活動 

 ・カンボジアの歴史や人口推移 

・カンボジアの子どもを取り巻く教育や社会問題に関するデータ 

・未成年者が逮捕された場合の対応について、日本とカンボジアで比較 

・未成年収監者に対するカンボジア政府の取り組み 

・2013 年にカンボジア政府が作成した未成年犯罪に関するガイドライン 

・今後の課題及び達成目標 

・カンボジアの未成年収監者のために KnK ができること 

・支援を受けたバッタンバン州刑務所、未成年収監者（16 歳）のコメント 

・支援を受けたバンテアイミエンチェイ州刑務所、未成年収監者（17 歳）のコメント 

・カンボジアの未成年収監者のために日本の人々ができること 

 

参加者の感想 

 

1. 日本もカンボジアも基本は子どもが加害者になる経緯は同じだなと思いました。どれだけの大人が子ども

に関わってあげられるかが、子どもが道を踏み外さない一つの方法だと思います。「人権」や「尊厳」という



言葉が多く出てきて、普段生きていては意識しないことではありますが、常に意識していきたいなあと思い

ました。（20 代・女性） 

2. 貧困からの負のサイクルを止めるための活動がとても素敵だと思いました。経済発展に比べて置き去りに

されている分野かもしれないので、NPO/NGO ならではの活動として重要なのではないかと思いました。

（30 代・男性） 

3. 国の単位だからできること。NGO だから届く草の根、細部への配慮、支援。そして、一企業も CSR→CSV

（事業ビジネスと社会貢献を関連づける）によってできることがあると思うので、新しい手の取りあい方や取

り組みの手法を生み出せて行けたらいいなあと思いました。（30 代・女性） 

4. カンボジアへの日本社会・国際社会が寄せる関心があまり高くないかもしれない中、このような会を通じて

広くカンボジアの弱い立場の子のことが伝わるといいと思った。（30 代・女性） 

5. 法に関係する事業でむずかしいと思った。息の長い活動になると思うががんばってほしい。（70 代・女性） 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：法に抵触した子どもへの基礎教育及び職業訓練 

■実施期間：平成 26 年 4 月から平成 27 年 3 月 

■実施地域：カンボジア王国バッタンバン州、バンテアイミエンチェイ州 
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特定非営利活動法人 地球の友と歩む会 

 

１．開 催 日：平成 27 年 6 月 15 日、16 日 

２．開催場所：北海道教育大学函館校 

３．テ ー マ：インドにおける国際協力の成果と今後の課題 

４．講 師：米山 敏裕（地球の友と歩む会、事務局長） 

５．参 加 者： 120 名 

６．内  容： 講演 「流水域開発と農業基盤整備」 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

講演会内容 

平成 24 年度国際ボランティア貯金配分助成事業でおこなわれた標記事業を紹介する前にボラン

ティア貯金配分事業の仕組み、制度について説明した。 

 インド、タミルナドゥ州でおこなわれた事業の成果と課題についてスライドを説明しながら紹介

した。別添スライド資料参照。 

 とくに国際協力について学んでいる学生にとって関心あるテーマでNGOなどはどのように現地で

働いているか、困難な事項、課題などがどこにあるか詳しく紹介していった。やはり 現地の状況

をしっかり把握し、ニーズを聞きながらすすめていかないと失敗するケースもあり、 過去に上手

くいかない点も披露した。とくに別の地域でのトイレづくりにはおおきな反応を得る ことができ

た。 

 今後、国際協力の仕事につきたい大学生がいるため、心構え、どのような資質が求められるかに

ついて当会での経験値を交えて話した。 

 

■講演概要 

参加者の感想 

多くの参加者が関心をもって聞き、十分な理解をしていることがアンケートの結果からみる 

ことができる。 

国際協力の大切さ、ボランティア活動、団体の必要性については、とても評価していることが 

わかる。また、ボランティア貯金制度の仕組みや成果についても理解が得られたものと思う。 

その他についても参加者の感想がアンケートに記されているので参照願いたい。 

 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：農村における土壌侵食防止のための治水工事及び有機農業指導 

■実施期間：平成  25 年 4 月から平成 26 年 3 月 

■実施地域：インド、タミルナドゥ州オダンチャトラム郡デバトール村、コタヤム村 

 

 

 

 

 



 

 

講演会写真 
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認定ＮＰＯ法人 アジア教育友好協会 

１．開 催 日：平成 27 年 7 月 10 日 

２．開催場所：札幌市立美園小学校 

３．テ ー マ：「東南アジアの子どもたちの生活の現状から考える」 

４．講 師：宍戸仙助（認定ＮＰＯ法人 アジア教育友好協会 参与） 

５．参 加 者：札幌市立美園小学校５学年児童 76 名、教師６名、旧ＰＴＡ役員等３名 

６．内 容：講演「ラオスの子どもたちの目の輝きに学ぼう」 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

■講演概要 

 （１）講 演 「ラオスの子どもたちの目の輝きに学ぼう」 

  １）自己紹介、訪問者紹介 

  ２）東南アジアの地図上でのラオスの場所の確認、ラオスの国旗の色について 

  ３）ラオスの多くの民族、国の概要 

  ４）パチュドン村のラップ君が学校にこれなかった訳について考え、話し合う。 

  ５）クラスタ爆弾の怖さと影響について 

  ６）人々の貧しい生活、子どもたちの生活の現状、食べ物、学校の様子についての紹介 

  ７）パチュドン村の子どもたちの瞳の輝きのわけを考え、話し合う。 

  ８）それを知った東舘小の子どもたちの取組（ビデオ視聴）について知る。 

  ９）ワンコインスクール、復興の鯉のぼり（ビデオ視聴）について知る。 

  10）ラオス NGO トップのノンさんの言葉「人の役に立つ人になろう」について考える。 

  11）旧 PTA 役員などが支援を継続する姿を知り、自分たちにできることを具体的に考える。 

 

参加者の感想 

 １）勉強は、お金持ちになるためじゃなくて、人の役に立つ人間になるためだということがよく分     

    かりました。 

 ２）ボランティア活動が大切だと言うことがよく分かりました。ボランティア活動に参加してみた 

    いと思いました。 

 ３）ラオスは、貧しい生活をしているので、少しでも食べ物をわけてあげられればいいなと思いま 

    した。 

４）ラオスの山などには、まだ、爆弾があるなんて思っても見ませんでした。貧しい子どもたちや 

    大人の人のために、ボランティアをしたいと思いました。 

 ５）サンマの缶詰であんなに喜んでいるのでびっくりした。自分たちもできることを少しでもして 

    みたい。 

 ６）小さな子どもも家の仕事をきちんとしていて凄いと思った。 

 ７）ラオスの子どもたちはとても優しくて親思いなことに感動しました。 

 ８）貧しくても、みんなで助け合って生きているのは世界中みんな一緒だと思いました。 

 ９）「やりたいことがあったら、やりとげる。」「人のために役立つ人になる。」という言葉に感 



    動しました。 

 10）ラオスの子どもたちは、家族思いだということが分かりました。見習いたいです。 

 11）難しい環境での生き方を学びました。 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■国際ボランティア貯金の寄附金配分を受けた時の事業名： 

「教育を受けられない地域の中学生のための教室新設及びトイレの増設等施設整備（ラオス・パチュドン村）」 

「中学校の増築（ラオス・サラワン県タオイ郡パチュドン村）」 

■実施期間：平成 21 年度及び平成 22 年度 

■実施地域：ラオス人民民主共和国 サラワン県タオイ郡パチュドン村 
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特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか（ＴＩＦＡ） 

１．開 催 日：平成 27 年 12 月 7 日 

２．開催場所：とよなか国際交流センター 

３．テ ー マ：「 ネパールの女性と子どもの支援活動 」 

４．講 師：①吉川順子（キルト工芸専門家） 

       ②葛西芙紗（プログラム責任者）、今村良子（手工芸専門家） 

       ③海野バティ（ネパール人会） 

５．参 加 者：57 名 

６．内 容：講演①「フィリピンとネパールの女性たちに寄り添って」 

       講演②「ドダウリ村のキルト工芸指導報告」 

       講演③「ネパール地震後の女性たちの自立のために」 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

 

■講演概要 

（１）講演①「フィリピンとネパールの女性たちに寄り添って」講師名 吉川順子（キルト専門家） 

 吉川純子氏はキルト学校の校長を長くし、基本技術は教えても、細かいところまで指示しない方

がより面白いものができるという経験から、フィリピンのカオハガン島でも自由な発想で作るよう

にしたら大変個性的な楽しいものができるようになり、毎年アメリカやフランスなどでキルトショ

ウを開催するようになった。 

3 年前、請われてネパール・ドダウリ村へ行き、2 週間で基本的なことを指導し、ネパールのそ

の地でこそ出来る個性のある製品が生み出されるようアイデアはいろいろ提案してきた。 

現在の作品を見ると随分上手になっているので、この調子で、はげまし、作り続けてほしい。 

少々気に入らなくても一生懸命作ったものは買い取っていくことが大切である。 

フィリピンのカオハガン島とネパールのドダウリ村の女性たちがキルト制作で自立していって

くれるのを見られるのはうれしいことだ。 

 

（２）講演②「活動報告：ネパールの女性の自立支援活動」葛西 芙紗（プログラム責任者） 

                           今村 良子（手工芸専門家） 

TIFA がネパールで実施してきた活動の２０年 

１９９４年現地を訪れた時は電気もなく水は共同井戸で暗くなれば眠り、朝は鶏の泣き声で起き

る・・・。女性たちは早朝から夜まで働き通しで家から外へ出る機会はほとんどない。女の子は学

校へもあまり行けない・・というような状態から２０年・・財団の助成金のおかげで最近は１０時

までに家事を済ませ、トレーニングセンターへ来て４時まで仲間とおしゃべりしながら縫製・キル

ト工芸をし、少ないながら収入を得られるようになった・・・明るい彼女たちの様子をパワーポイ

ントを使って報告。 

 

（３）講演③「ネパール大地震後の女性たちの自立のために」海野 バティ 



 大地震食後は、TIFA としての緊急支援募金をし、現地と連絡取りながら緊急支援をしたが、これ

はいつまでも続けることはできないので、彼女たちが自分たちで出来るものを作って、日本で買い

取ってお金を送る・・という形をとることにした。最初はビーズで作るブレスレットを日本で販売

し、売上金を現地へ送り復興に随分役立った経験から、現在は手編みニットの手袋・帽子、レッグ

ウォーマーなどを作り、販売し始めた。これでパタンの郊外プンガマティの女性たちに大変喜ばれ

ている。 

 

参加者の感想 

「できる人ができることをする必要がある。自分の範囲で協力したい」 

「自立のためにその土地の人の感覚を大切にするという吉川さんのお話はとても大切だと思いま

した。」 

「吉川さんのお話に感激しました。」 

「製品のサイズなど、ニーズに合わせて作ってほしい。」 

「現地の今の様子がわかってよかった。」 

「ＮＧＯ活動の大変さと手ごたえを理解しました。」 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：女性の自立のための縫製・キルト工芸技術向上と販路開発指導（ネパール） 

■実施期間：平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月 

■実施地域：ネパール・ジャナクプール県シンズリ郡ドダウリ村 
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特定非営利活動法人 日本口唇口蓋裂協会 

１．開 催 日：平成 27 年 12 月 13 日（日）16：00～17：00 

２．開催場所：ホテルロイヤルオリオン（沖縄県那覇市） 

３．テ ー マ：「琉球大学医学部歯科口腔外科 国際協力講演会」 

４．講 師：① 西原一秀（琉球大学医学部顎顔面機能再建学講座 准教授） 

       ② 後藤尊広（琉球大学医学部付属病院歯科口腔外科 助教） 

５．参 加 者：56 名 

６．内 容：講演①「エチオピア国における口唇口蓋裂無償医療援助活動」 

       講演②「ラオス国における口唇口蓋裂無償医療援助活動」 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

 

■講演概要 

琉球大学医学部顎顔面機能再建学講座（歯科口腔外科）では、2001 年から海外医療援助活動を行

い、これまでにラオス国で計 10 回の口唇口蓋裂医療援助活動を行ってきた。昨年度は、国際ボラ

ンティア貯金の寄附金でラオス国にて計 26 名の患者の口唇口蓋裂手術を実施し、現地患者や家族

からの信頼も厚く、喜ばれている。さらに、最近ではアフリカ・エチオピア国で口唇口蓋裂患者の

医療援助活動も実施しており、それらの国際貢献の内容を沖縄県民に紹介し、今後の活動に理解を

得るための講演会を開催した。 

 

(１)講演①「エチオピア国における口唇口蓋裂無償医療援助活動」 

西原一秀（琉球大学医学部顎顔面機能再建学講座 准教授） 

 琉球大学医学部歯科口腔外科では、昨年エチオピア国ブタジラ州で口唇口蓋裂医療援助活動を行

ってきた。ブタジラ州は未だ、発展途上の街で口唇口蓋裂治療を行う医療関係者並びに施設がなく、

高齢者の未手術患者が多く見られた。今回は、そのようなエチオピア国の口唇口蓋裂治療の現状を

紹介し、今後の支援、医療関係者の教育、指導などの在り方などを講演した。 

 

(２)講演②「ラオス国における口唇口蓋裂無償医療援助活動」 

後藤尊広（琉球大学医学部付属病院歯科口腔外科 助教） 

 琉球大学医学部歯科口腔外科でこれまでに行われてきたラオス国の口唇口蓋裂無償医療援助活

動の内容を報告するとともに現在のラオス国の口唇口蓋裂治療の現状を報告明日。医療援助開始当

初は高齢者の未手術患者が多く見られたが、継続した活動によって近年は手術患者の対象年齢の低

年齢化が進んできた。しかし、未だ地方の農村から受診する患者では高齢患者が認められる。また、

毎回、手術希望患者が 4～50 名程度訪れることからラオス国の当該分野の医療関係者の教育、指導

の必要性を講演した。 

 

 

 



 

参加者の感想 

● 遠くアフリカのエチオピア国の口唇口蓋裂患者の現状を知ることができた。 

● ラオス国では、治療を受けることができない患者がいることがわかった。 

 

 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：口唇口蓋裂手術の実施及び医療機材の配備 

■実施期間：平成 26 年 6 月から平成 27 年 3 月 

■実施地域：ラオス国 
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３．テ ー マ： ２０周年 「輝ける島の子らと」 

４．講

５．参

６．内

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

 

■ 

 １９９６年、国際連合地域開発センターの２５周年記念事業、開発途上国派遣員の東海地区

Ｌａｎｋａ スリヤ

 野球支援からはじまった活動でしたが、桜台高校から足踏み式ミシンを頂いたことを機に、

、農村エリ

３） 託児所の建設、運営 

金は、津波被害者支援に使わせていただき、喜んでいただきました。 

ティア貯金

入で地域の評判も良く、前大統領の息子ナマルさんからスクールバッグがプレゼントされたこ

月の２６日にはゆうちょ財団から、小林専務理事、安藝国際ボランティ

」で、託児

所を訪問されました。折り紙の指導には、子どもたちは大喜び。先生たちは「遠い日本からき

ーチがあり

 サンフランシスコ講和会議の時、釈尊の言葉を引用されて日本に対する戦後賠償を求められ

なかった初代大統領ジャヤワルデネ氏を表敬訪問できたこと。 

 

スリヤールワ スリランカ 

１．開 催 日： 平成 28 年 2 月 20 日（土） 

２．開催場所： 愛知県国際交流協会 あいち国際プラザ 

師： 代表 服部 和子 

加 者： 45 名 

容： 会活動 20 年のあゆみ 

講演概要 ＜会活動２０年の歩み＞ 

１） 会設立 

代表に選ばれ、1 月から 2 月にかけスリランカを視察。その時、現地野球協会会長から野球用

具の支援要請を受け、4 月に「ＮＧＯ Ｓｒｉ Ｙａｌｕｖａ Ｓｒｉ 

ールワ スリランカ 輝ける友だちスリランカ」を設立。 

２） 野球支援から職業訓練所の建設、運営 

スラムエリアの福祉施設を利用して職業訓練所をオープン。そのことがきっかけで

アの「女性の自立のための職業訓練所」の建設、運営に結び付き、給水設備事業、教室の増設、

工業用ミシンの導入等、５年間国際ボランティア貯金の配分金を使わせていただいての支援活

動。その後は現地の自主運営。 

 ２００４年のスマトラ沖地震の翌日、メディアの電話取材のおかげで集まった日本からの募

 復興支援として職を失った人たちが働きやすくなるように、託児所を国際ボラン

の配分金を使って建設、運営。２５人の３，４歳児からはじまった幼児教育は、英語教育の導

ともありました。 

 今年は９５人の子どもたちでスタートしました。２５年度に「ＮＧＯ海外援助活動助成」を

受けたことにより、1

ア支援事業部長、スポンサー企業から５人の、計７人の方が「ＮＧＯ活動状況調査

てくれてありがとう！」また保護者代表、校長先生が日本からの支援に感謝のスピ

ました。 

４） その他 



５） 日本国内での活動紹介 
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防車４台の

 ここで学んだ子どもたちが、日本への感謝の気持ちを忘れず、日本、スリランカのさらなる

友好関係構築に役立ってほしいと願っています。 

来の自分の生き方は、自分で選択できるだけの教育を身につけてほしいと思うとともに、

私自身そのお役に立てるよう支援を続けていきたいと考えています。 

 

 

国際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

■支援事業：津波被災者のための託児所の修繕                  

■実施期間：平成２５年４月から平成２６年３月 

■実施地域：スリランカ、ハンバントタロード マダエリア ウンガマ 

 

 

   

  

 講演、民族舞踊、民族衣装試着体験や各種イベントへの参加及びスリランカへ消

寄附 

６） まとめ 

 将

会場入口案内板 会場内に活動紹介パネル掲示 

 
 

服部代表の講演 「会活動 20 年の歩み」 会員による民族舞踊の披露 
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- バングラデシュ農村における学校給食の 6年間の取り組み -」 

 師： ① 松本 智子 NPO 法人日本・バングラデシュ文化交流会理事長 

 ② 楠山 詠子 青年海外協力隊バングラデシュ派遣（2012～2014）村落開発普及員 

  

：講演① 「団体紹介と農村女性の伝統刺繍による製作活動紹介」    松本智子 

            

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

講演概要 

しい農村の小学校に大豆入り学校給食を開始して約 6年になる。今回はゆうちょ財団の支援をいただく

本日の報告会が、バングラデシュと農村の実情、学校給食活動への取組みを知る良い機会となり、さ

なるよう期待している。 

多くの女性が経

財団助成により継続して支援してきた。今後は国内外に新たなる市場開拓を図るべく鋭意努力している。 

(2)

る活動に取り組んだ。保健指導面で専門の先生がいないので、教育省と連携して「リトルドクター」（保

    

ードに偏りがちな生徒たちの栄養改善にも取り組んでいった。 

 

N 法人日本・バングラデシュ文化交流会 PO

１．開 催 日：平成２８年３月５日（土 ） 13 時～15 時 

２．開催場所：文京シビックセンター会議室２ 

３．テ ― マ：「もっと知りたいボンドゥの国 

４．講 

配属先 チッタゴン県衛生保健事務所 

５．参 加 者： 24 名 

６．内  容

講演② 「バングラデシュ・チッタゴン県における学校保健活動」   楠山詠子  

       講演③ 「バングラデシュ農村における学校給食の 6 年間の取り組み」松本智子 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

 

■

当会の主な活動のひとつである学校給食支援活動は、給食制度がないバングラデシュで成長不良が著

ことで、活動の中間報告書を作成し、報告会という形で皆さまの理解を深めていただく機会を得ること

ができた。 

加えて、当会は農村女性の生活向上のために、伝統的な刺繍製作の技術指導や市場開拓を行っており、

ゆうちょ財団の支援を受けている。本日、刺繍作品の展示コーナーを設けたのでご覧いただきたい。 

らに参加者と意見交換を通じて、日本の学校給食制度の事例など情報共有や今後に向けて有意義な場と

 

(1)講演①「団体紹介と農村女性の刺繍製作活動紹介」当会代表 松本智子 

当会が活動をしているシャシャ郡は離婚率が高くシングルマザーが多いこともあり、

済的困難を抱えている。彼女たちが家族のために収入を得られるように、刺繍製作を指導し、ゆうちょ

講演②「バングラデシュ・チッタゴン県における学校保健活動」青年海外協力隊 OG 楠山詠子 

 2012～2014 年滞在したバングラデシュ・チッタゴン県で学校保健活動を通じた「健康意識」を高くす

健衛生意識の向上の為に、生徒を指名し活動を行わせる。政府保健省が始めた制度。）の支援を行った。

先ず環境面で、バングラデシュの GNP の向上が人口爆発とゴミの増加をひきおこしており、「ゴミを

捨てない、ゴミを拾う」活動からはじめていった。そこにバングラデシュ特有の暗記主導教育、上意下

達教育ではない、生徒主導の「リトルドクター」導入が新風を吹き込んでいる。あわせて、ジャンクフ

(3)講演③「「バングラデシュ農村における学校給食の 6 年間の取り組み」当会理事長 松本智子 
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給食 - 中間報告書」を配布、スライド上映しながら説明を行った。 

栄養価の高い大豆の普及と学校給食を組み合わせることにより、当会活動地域における小学校児童の

の 30%以上から、大豆入り給食の提供により 5％へと大幅に改善され、効果が

支援の期限が過ぎると、いずれの小学校

階として、「学校給食活動を現地の人々

の力が大きいことから担い手となり、自立するように図っている。

在、学校給食のために各生徒が毎月２Kg の米を提供し、学校菜園を作り食材にあてるなどの方法で給

当会も地域住民、委員

マネージメント力がつ

加者の感想 

地

校 が行

を

際 外

月 

下に写真データを２枚から４枚貼り付けてください。 

配布；参加者全員に「学校

成長不良率が給食開始前

確認できた。ただし問題はその継続性である。3年間の日本側

でもいろいろな理由でその後の継続が難しい。当会では次の段

の主体性を引き出しながら継続できるように定着させる」ことを目標にしている。援助依存から脱して、

地域の人びと、保護者特に母親たち

現

食財政を支え、自主的で持続的な活動にむけて地域と共に努力し前進しており、

会の会合、ワークショップ開催、現地事務所スタッフの巡回指導などを含めて、

くように支援を行っている。 

 

参

・貴重な現場の声を聞かせていただきありがとうございました。 

・現 団体責任者の育成が大切ですね。がんばっ

給食は日本でも子供たちにとって必要だと思

起こしてくれることを願います。 

ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海

支援事業：女性を対象とした手刺繍及び縫製

実施期間：平成２５年４月から平成２７年３

実施地域：バングラデシュ ジェソール県シ

てください。 

いますから、ぜひ活動を通して 1 校でも多くの学校

援助活動助成事業の概要 

技術指導(バングラデシュ) 

ャシャ郡 

・学

動

 

国

■

■

■

 

以
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 :平成 28 年 3 月 19 日（土） 14 時 00 分～16 時 00 分 

 容 :講演① 「美味しい紅茶の淹れ方とテイスティングワークショップ」 

～～～～～～～～～～～ 

リランカ南部のデニヤヤで、2011 年から茶園の有機転換支援と美味しい紅茶作りに取り組んでき

方」講師名（セイロン紅茶専門店ミツティー 中永 美津代さん） 

茶の美味しい淹れ方をステージで実演。お湯の温度、茶葉の量や図り方、一度に作る分量、抽出

間など、行程を追いながら、ポイントをお話していただきました。 

産地が異なる 5 種類の紅茶を試飲していただき、茶葉やヒントを見ながら、

)講演②「スリランカ デニヤヤでの紅茶有機転換事業の報告」講師名（パルシック 高橋知里） 

プラント設備と液肥の活用法、事業の今後の課題などについて、現場の写真をお見せしながらお

ングクイズも考えるのが楽しかったです。

れてすごく勉強になりました。 

代男性：有機の紅茶を作ることはとても困難だと思います。けれど、私たちが美味しく飲めるま

たくさんの人たちによって支えられ、教えられながらできている。そのことを聞けて良かった。 

代女性：美味しい紅茶とお菓子で、さらに身近にスリランカを感じました。また定期的に報告会

行っていただきたいです。 

 

 特定非営利活動法人 パルシック 

 

１．開 催 日

２．開催場所 :ワテラスコモンホール（東京都千代田区） 

３．テ ー マ :「スリランカ おいしい紅茶の探索研究 ～飲む・食べる・しゃべる～」 

４．講  師 :①中永 美津代（セイロン紅茶専門店ミツティー 代表）   

       ②高橋 知里（パルシック スリランカデニヤヤ事務所駐在員） 

５．参 加 者 :75 名 

６．内 

講演② 「スリランカ 紅茶の有機転換事業報告」 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

講演会内容 

■講演概要 

ス

た駐在員の高橋知里が、これまでの活動を報告しました。同時に、参加者によりスリランカを身近

に感じてもらい、今後支援へとつないでいけるように、セイロン紅茶専門店ミツティー代表の中永

美津代さんによる「おいしい紅茶の淹れ方講座」と、5 種類のセイロン紅茶の飲み比べを行い、ス

リランカで普段食べられているスナックを提供しました。 

 

(1）講演①「おいしい紅茶の淹れ

紅

時

また、スリランカ産の

それぞれどの産地化を当て、参加者が自信の好みの紅茶を探るワークショップを実施しました。 

 

(2

2011 年から南部デニヤヤで実施している紅茶の有機転換事業について、事業を実施した背景、有機

転換に参加している農家の声や取り組み、有機栽培のためのコンポストづくりの仕組み、バイオガ

ス

話しました。また、紅茶が茶畑から商品パッケージになるまでの加工工程やスリランカ流の紅茶の

楽しみ方もご紹介しました。 

 

 

参加者の感想 

30 代女性：美味しい淹れ方はわかりやすく、テイスティ

事業報告は、現地の写真や実際の農家の茶栽培の現実が見ら

 

20

で、

 

40

を
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際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

支援事業：バイオガス消化液を液肥として活用した有機紅茶栽培                  

実施期間：平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月 

実施地域：スリランカ国・南部州マータラ県デニヤヤ郡 

下に写真データを２枚から４枚貼り付けてください。 

 

 

 

 

 

国

■

■

■

 

 

 

以
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３．テ ー マ：「子どもと本をとりまく ラオスの今」 

恵子（保育士） 

②後藤 さち子（保育士・当会理事（無給）） 

６．内 容：講演①「子どもセンター研修の報告～棒人形制作ワークショップ」 

       講演③「出版研修の報告」 

■講演概要 

ターの活動を活性化させるための研修内容を報告するとともに、子

講演した。 

恵子（保育士） 

6 日間ある研修の中で 3 日間をこのワークショップに充てた。後藤さんが事前準備のためにラオス

備した。ラオスの研修生にも事前に呼びかけたところ、木の枝、布など様々な材料を意欲的に持っ

や、自ら素材を集めることで想像力が身につくことなども伝えた。研修生たちは、様々な工夫をし

ながら人形

より有意義な研修になると思う。 

さち子（保育士） 

楽しそうに実践して踊ってくれた。また簡単な材料から遊ぶものが作れるという事を伝え、研修生

 

特定非営利活動法人 ラオスのこども 

１．開 催 日：平成 28 年 2 月 20 日（土）１４時００分～１７時００分 

２．開催場所：ライフコミュニティ西馬込 

４．講 師：①西村 

③新藤 雅章（編集者・当会理事（無給）） 

５．参 加 者：１２名 

       講演②「子どもセンター研修の報告～ゲーム・遊びの紹介と実践」 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

講演会内容 

 ラオスに派遣した３名の講師による活動報告をおこなった。2015 年 1 月に派遣した後藤さんと西

村さんが実施した、子どもセン

どもセンターの活動状況と最近の現地の子ども達の様子について講演した。また、同年 12 月に派

遣した新藤さんが、若手スタッフを対象に実施した、出版研修の内容とラオスの出版状況について

 

(1)講演①「子どもセンター研修の報告～棒人形制作ワークショップ」西村 

 身近にある素材を使って棒人形を製作し、その棒人形を使って劇を作るというワークショップを

実施。子どもセンターと言う日本の児童館のような施設の館長・スタッフ 20 名を対象におこない、

へ先に行き、ラオスにある素材、布、ボタン、果物の種、竹籠、ビニール袋など、人形の材料を準

てきてくれた。 

 この棒人形の良いところは、決まった形がなく自由に制作出来て、子どもも大人も楽しめること

ながら人形を製作していた。 

 人形制作後、グループに分かれて創作劇を作る研修をしたが、研修生たちはしゃべり

を動かすことに苦戦していた。最後にお互いの発表を見せ合ったが、そのことで反省点や改善点に

気づくことができる。今回の研修での反省点は１回で終わらせるのではなくて、続けていくことで

 

(2)講演②「子どもセンター研修の報告～ゲーム・遊びの紹介と実践」後藤 

 棒人形ワークショップの翌日、1日を使って、子ども達と一緒に簡単に実践できるゲームや踊り、

手遊びの研修を実施した。日本からＣＤを持っていきマイムマイム、ジェンカなどを教えたところ、
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は、大変良かった。 

いと感じた。 

報告」新藤 雅章（編集者） 

出版の基本に関する話をしてきた。まず、子ども達が何

編集者は細部

思ったら、日本

い。日本も昔話ばかりだった時期があり、1970 年になって初めて名作絵本、創作絵本というもの

についての著作権の話もした。本が文化財産だというこ

を理解していく必要がある。 

子どもセンター研修の報告について】 

う点か、もう少し詳しく教えて欲しい。 

いのではないかと感じた。 

意見）短い期間の講習の繰り返しより、３ヶ月くらいの間、指導できる専門家が必用ではないか。 

手く遊んでいるように思う。集団的な遊びではないかもしれないが。また、中学生や高校生

踊りのなかに遊びを自分たちで作って遊んでいる様子を見たことがある。子ども達自身の方が、

センタースタッフ達の伝える力が大事。同時に、講師など教える側に頼るのでは

く、自分から学ぶ意欲を育てることも必要ではないかと感じた。 

に本を買おうとしないことではないか。おもし

ら売れるという構造になっていない。そのため、本はお金を出して買うもの

に子どもたちと楽しく遊べる方法を教えた。反省点としては、もう少したくさんの種類のゲームを

準備していくべきだった。 

 10 か所のセンターから研修生が集まってきていたので、普段実施しているゲームをお互いに紹介

し合う時間を設けた。その中で、罰ゲーム的なものがあり問題になった。前に出てお尻を振るもの

と、障害者の真似の様な動きのゲームが出てきた際、研修生の中から問題視する意見が出て、話し

合いをした。自分たちで問題点に気づき話し合う形になったこと

 ラオスは集団で遊ぶゲームが少ないように感じた。単純なゲームが多いため、変化させていく力

をつけていくために、もっとスタッフの工夫や想像力をつける必要がある。さらにもう一歩加える

と、ゲームを作る力をつけると良

 

(3)講演③「出版研修の

 2015 年 12 月にラオスへ行き、著作権や

を欲しがっているかを考えることの重要さ、例として読み聞かせの大事さを伝えた。

まで考えることが大切であり、様々な点で、工夫されている本の実例を紹介した。 

 ラオス、日本、イギリス、スペイン、アメリカで出版されている代表的な絵本を紹介し、自分が

作るとしたらどのタッチで作りたいかという質問をした。ラオスのものが１番だと

とイギリスが同表で 1位、２番目がスペインで、その他は０だった。現在、ラオスは民話の絵本が

多

がでてきた。昔話というのはなくなることはないし、ここから始まるといってよい。これから皆さ

んのような若い人が中心になって発展させて欲しいと伝えた。 

 また、著作権について、わかりやすい説明として、人の物を借りるときは、必ず借りてもいいか

と聞くのと同じであると説明した。ネット

と

 

参加者の感想 

【

（質問）継続性の必要を感じたのはどうい

（講師回答）まだ全てを伝えきれてないと感じるし、研修生たちが望んでいることをもっと伝えて

いきたい。一度参加した人が次にまた講習を受けられればよりスキルも身につく。また、子どもと

一緒に学ぶ機会があれば直接子どもにも伝えられて良

（

 

（感想）遊ぶゲームが少ないということだったが、田舎にいくと子ども達は身の回りのものを使っ

て、上

は

遊びを生み出す力があるのではないか。 

 

（感想）指導する

な

 

【子どもセンター研修の報告について】 

（感想）ラオスの出版の大きな問題は、親が子ども

ろそうな本を作ったか
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はないという概念があるため変える必要がある。 

らないという点に共感。自分が読ませたい本と

は違う。絵本の編集者として子どもがなにを欲しているかを考える必要があ

。 

感想）参考になるかわからないが、以前にフィリピンで取り組んだ事例で、小学生を対象とした

１０ ソン運動」というのを実施した。 読破するという成

がでている。 

際ボランティア貯金の配分事業又はＮＧＯ海外援助活動助成事業の概要 

支援事業：子どもセンターの運営強化 

実施期間：平成２６年４月から平成２７年３月 

実施地域：ラオス 

支援事業：伝統文化保存のための図書出版 

実施期間：平成２６年４月から平成２７年３月 

実施地域：ラオス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で

 

（感想）どういう本が読まれるかを知らなければな

子ども達が読みたい本

る

 

（

「 ０日間の読書マラ ９０％の子どもが本を

果

 

国

■

■

■

 

■

■

■

 

 

 

 報告会入口看板 報告会実施の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西村さんの講演の様子 後藤さんの講演の様子 
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新藤さんの講演の様子 質疑応答の様子 
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ＮＧＯ講演会 アンケート集計結果報告書 

【全体：４３１名回答】 

 Ｑ１ 開発途上国への いて が いる 、本日 会等 ボラン 体

   (ＮＧＯ)が 等を対 た支援・援 を行って ことを知 ていまし 。 

： 

  

支援につ は、国同士 行って ほかに の講演 のように ティア団

住民 象とし 助 いる っ たか

回 答 内 容 回答数 ％ 

1 知っていた 301 70%

2 知らなかった 121 28%

3 未回答 9 2%

 Ｑ２： 本日の講演の事業は「ＮＧＯ海外援助活動助成事業」の助成金または「国際ボランティア貯金」の寄附金の

     配分を受けて実施されましたが、事業内容について理解できましたか。 

回 答 内 容 回答数 ％ 

1 よく理解できた 198 46%

2 まあ理解できた 194 45%

3 理解できなかった 12 3%

4 未回答 27 6%

 Ｑ３： 今後もいろいろなボランティア団体が開発途上国の住民等へ支援・援助することは必要だと思いますか。 

回 答 内 容 回答数 ％ 

1 必要だと思う 372 86%

2 国同士で行うだけで十分 20 5%

3 分からない 20 5%

4 未回答 19 4%

 Ｑ４： ボランティア団体は助成を受けて活動している話しをしましたが、今後も寄附や助成によりボランティア団体

を 

     支援する制度は必要だと思いますか。 

回 答 内 容 回答数 ％ 

1 とても必要だと思った 267 62%

2 まあ必要だと思う 135 31%

3 特に思わない 8 2%

4 未回答 21 5%

 Ｑ５： 今日の講演を聞いて、自分も寄附をしたいと思いましたか。 

回 答 内 容 回答数 ％ 

1 したいと思った 227 53%

2 特に思わなかった 80 19%

3 すでにしている 95 22%

4 未回答 29 7%

 Ｑ６： 今日の講演を聞いて、ボランティア活動に参加してみたいと思いましたか。 

回 答 内 容 回答数 ％ 

1 したいと思った 223 52%

2 特に思わなかった 83 19%
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3 すでにしている 90 21%

4 未回答 35 8%

年
代
別 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 未回答 

28% 23% 9% 11% 9% 7% 2% 11%

男
女
比 

男性 女性 未回答   

43% 47% 10%   

【講演会の感想（抜粋）】 

・同じ職種の人たちが頑張っている姿をみてとても感動した。自分に何ができるか考えるきっかけになった。もう少し

経験をつんで参加してみたい。（30 代女性） 

・誰かが動かないと何も始まらないし、その動き方についても、非常に重要だと思いました。（20 代男性） 

・新聞等で会について知っていましたが、今回、実際にお話が聞けて良かったです。もっと多くの人に知ってもらえた

らと思いました。紅茶も美味しかったです。（20 代男性） 

・NGO や NPO を支援するシステムも大切ですね。ぜひボランティアに参加させて頂きたいと思いました。（40 代女

性） 

・ボランティア活動はいいなと思いました。理由は人との役にたてるからです。（10 代女性） 

・ラオスの人々がとても優しいんだなと思いました。ラオスの人々に寄附したいと思いました。（１０代男性） 

・ＯＧによる学校保健・衛生の話と、交流会の学校給食と場所立場のちがいを超えて現地発展への思いが伝わって

きてよかった。（６０代男性） 

 


